
速報　-　COVID-19罹患後症状およびワクチン後遺症における

SARS-CoV-2スパイクタンパク解毒の臨床的根拠

COVID-19罹患後症状（ロング・コビット）およびワクチン接種後の急性後遺症に苦しむ人々の

ためのベースラインプロトコル（基本治療法式）の発表

(ピーター・マッカロー医学博士のブログCourageous Discourse™ with Dr. Peter McCullough & John 
Leakeから。テス・ローリー医学博士（WCH）によって８月２９日に拡散）

SARS-CoV-2スパイクタンパク質が人体の組織や臓器に負担を掛け、COVID罹患後症状やワクチン

後遺症の主な原因となっていることに対応するアプローチについて、数週間前から科学界や一般向けに

メッセージを伝えてきた。

この論文で言及されている化合物のいずれについても、大規模な前向き無作為化二重盲検プラセボ対照

試験が完了していないため、治療効果を主張することはできない。clinicaltrials.gov をチェックしたが、

そのような試験は計画されていなかった。

バイデン HHSUS Action Plan ではCOVID罹患後症状研究に10億ドルを投入したが、新しい治療

法は生まれていない。HHS、NIH、CDC、FDAは、ワクチンの身体へのダメージという、より大きな問題

を認識していない。

パンデミックから3年半、COVID-19ワクチンの大失敗から2年半が経過した時点で、私と私のクリニック

のパートナーは、追加処方できる薬や薬剤についてのベースラインレジメン（治療法式）を策定した。我々

は、スパイクタンパク質とその分解された断片によって引き起こされる炎症が、我々が観察している病態

生理の中心にあると信じている。

https://substack.com/redirect/d5282079-522c-496b-81f8-20f1c3c8b125?j=eyJ1IjoiMWxzaHd3In0.O5XH-vU7fAqluzzE21jTtNicexsUxT1afjugPkgWx-g
https://substack.com/redirect/d5282079-522c-496b-81f8-20f1c3c8b125?j=eyJ1IjoiMWxzaHd3In0.O5XH-vU7fAqluzzE21jTtNicexsUxT1afjugPkgWx-g


我々は、人体でのスパイクタンパク質の分解および異化を手助けできる製品について、エビデンスとなる

入手可能なすべての文献を探し、その結果、ナットウキナーゼとブロメラインという2つの化合物を発見し

た。どちらも繊維素溶解作用を持ち、スパイクタンパク質の保持によって引き起こされる血栓形成作用に

有効である。クルクミンは、COVID罹患後やワクチン患者への抗炎症作用として追加された。主な安全上

の注意点は出血とアレルギー反応であるが、いずれも対処可能である。我々の経験では、ナットウキナー

ゼとブロメラインはいずれも抗血小板薬や抗凝固薬に加えて、医師の観察の下で使用することが可能で

ある。

経験に基づいたレジメン（基本治療法式）では、3-12ヵ月またはそれ以上続けることができ、臨床的観察

に基づいて判断される：

-　ナットウキナーゼ2000FU（100）mgを1日2回、食事無しで経口投与する。

-　ブロメライン500mgを1日1回食事無しで経口投与する。

-　クルクミン500mgを1日2回経口投与（ナノ化、リポソーム化、またはピペリン追加を推奨）する。
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原稿の全文はリンクしてあるので、参照されたい。我々は改善の症例を見ているが、SARS-CoV-2感染

やCOVID-19ワクチン接種によって長期的な影響を受けた多くの人々に対する基本的な戦略としての

ベーススパイク解毒法（Base Spike Detoxification）の臨床的有効性を証明するために、マッカ

ロー・プロトコルの場合と同様に、他の方々と協力することを目指している。

https://www.jpands.org/vol28no3/mccullough.pdf

